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倉 田 な お
み 

1. 薬は芸術品！
薬の知らない
知識 

2. 摂食嚥下障害
時の服薬の現
状と問題点 

3. 食事状況に合
わせた最適な
剤形選択（経管
投与の場合） 

4. 服薬に難渋し
た時の例と解
決策（アルゴリ
ズムを使って） 

 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年夏
～秋（予
定） 

作成中 

秋下雅弘 薬の効果に関する
留意点・問題点 
1. ポリファーマ

シー 
2. 薬剤性嚥下障

害 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年夏
～秋（予
定） 

作成中 

鈴木慶介 1. 錠剤をつぶす
ことにより起
こる問題点、薬
の効果に関す
る留意点・問題
点  

2. 食事状況に合
わせた最適な
剤形（経口投与
の場合） 

3. 多職種の連携 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年夏
～秋（予
定） 

作成中 

厚 生 労 働 科 学 研 究 費 

厚生労働行政推進調査事業費 
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大 河 内 二
郎 

1. 介護施設にお
ける服薬の現
状（アンケート
調査含む） 

2. アルゴリズム
をどのように
使うか、各職種
の対応（介護
者） 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年夏
～秋（予
定） 

作成中 

肥田典子 口腔内残留に関す
る調査報告 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年夏
～秋（予
定） 

作成中 

西村美里 1. 食事介助で気
づく摂食嚥下
障害時のサイ
ン 

2. 食形態と介助
法 

3. アルゴリズム
をどのように
使うか、各職種
の対応（看護
師） 

4. 多職種連携シ
ート 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年夏
～秋（予
定） 

作成中 

柴田斉子 1. 医師が気付く
摂食嚥下障害
のサイン 

2. 摂食嚥下障害
の病態と原因 

3. アルゴリズム
をどのように
使うか（PT,OT,
ST） 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年夏
～秋（予
定） 

作成中 

戸原玄 
中川量晴 

1. 歯科医が気付
く摂食嚥下障
害のサイン 

2. 口腔状況から
見た摂食嚥下
障害の原因 

3. アルゴリズム
をどのように
使うか、各職種
の対応（歯科医
師） 

4. 口腔ケア 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年夏
～秋（予
定） 

作成中 
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Kazawa K, Akishi
ta M, Ikeda M, I
watsubo T, Ishii 
S 

Experts' perception of s
upport for people with 
dementia and their fami
lies during the COVID-
19 pandemic 

Geriatr  

Gerontol Int 

 22  26-31  2022 

Handa N, Mitsuta
ke S, Ishizaki T, 
Nakabayashi T, A
kishita M, Tamiya
 N, Yoshie S, Iiji
ma K 

Associations of coprescr
ibed medications for ch
ronic comorbid conditio
ns in very old adults w
ith clinical dementia: a 
retrospective cohort stud
y using insurance claim
s data 

BMJ Open  11 e043768  2021 

 

Yamada Y, Kojim
a T, Umeda-Kam
eyama Y, Ogawa 
S, Eto M, Akishit
a M 

Outcomes of anticoagul
ant prescribing for olde
r patients with atrial fib
rillation depends on dis
ability level provided b
y long-term care insura
nce 

 Arch  

Gerontol  

Geriatr 

 96 

 

 104434 

 

2021 

 

Kazawa K, Kubo 
T, Ohge H, Akish
ita M, Ishii S 

Preparedness guide for 
people with dementia a
nd caregivers in COVI
D-19 pandemic 

 Geriatr  

Gerontol Int 

 21 

 

 593-595  2021 

町野英弥，肥田典
子，原田努，柴田
佳太，三邉武彦，
龍家圭，水上拓也
山崎太義，諸星北
人，村山信浩，竹
ノ下祥子，内田直
樹，倉田なおみ 

簡易懸濁法および粉砕
法が薬物動態に及ぼす
影響  ～テモカプリル
と酸化マグネシウム併
用において～ 

医療薬学 47(11) 599―608 2021 

Kazuki Miyazaki, 
Noriko Hida,Taro 
Kamiya, Taigi Ya
mazaki, Nobuhiro 
Murayama,Miyu 
Kuroiwa, Naomi 
Kurata, Yoichi Is
hikawa, Shinji Ya
mashita, Hidefumi
 Nakamura,Akihir
o Nakamura, Tsut
omu Harada 

Comparative acceptabilit
y of mini-tablets, fine 
granules, and liquid for
mulations in young chil
dren: An exploratory ra
ndomized crossover stu
d 

Journal of Dr
ug Delivery S
cience and Te
chnology 

70 

 

https://doi.or
g/10.1016/j.j
ddst.2022.10
3154 

2022 

 

 
  


